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は
じ
め
に

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
連
合
軍
俘
虜
と
日
本
軍
人
の
交
流
を
描
い

た『
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』と
い
う
日
本
、イ
ギ
リ
ス
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
合
作
映
画
が
あ
る（

（
（

。
作
品
内
で
日
本
軍
の
俘
虜
と
な
っ

た
主
人
公
の
イ
ギ
リ
ス
軍
人
ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
リ
ア
ズ
少
佐
は
、
軍
事

裁
判
法
廷
に
立
た
さ
れ
た
。
彼
は
供
述
の
中
で
「
私
は
英
連
邦
軍
の

兵
士
だ
」
と
い
う
台
詞
を
残
し
て
い
る（

（
（

。

筆
者
に
と
っ
て
こ
の
台
詞
は
印
象
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
自
治

領
、
植
民
地
軍
か
ら
構
成
さ
れ
た
英
連
邦
軍
の
名
称
を
イ
ギ
リ
ス
軍

人
の
彼
が
使
っ
た
こ
と
に
当
時
の
英
連
邦
体
制
の
結
束
の
固
さ
を
感

じ
た
。
こ
の
英
連
邦
体
制
の
連
帯
感
に
日
本
が
関
わ
る
と
い
う
構
図

が
本
稿
の
着
想
に
至
っ
て
い
る
。

作
品
の
背
景
で
あ
る
第
二
次
世
界
大
戦
は
日
本
軍
の
敗
北
に
終
わ

り
、
１
９
４
５
年
９
月
２
日
、
日
本
側
全
権
団
は
東
京
湾
に
浮
か
ぶ

米
国
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
の
艦
上
で
連
合
国
の
降
伏
文
書
に
調
印
し

た（
（
（

。
こ
の
調
印
式
は
大
戦
の
終
結
と
そ
の
後
６
年
半
に
及
ぶ
占
領
期

の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
た
。

日
本
に
先
立
っ
て
５
月
８
日
に
降
伏
し
た
ド
イ
ツ
で
は
米
英
仏
ソ

の
政
府
が
、
大
戦
中
の
四
ヶ
国
の
取
り
決
め
に
従
っ
て
、
国
内
全
域

と
ベ
ル
リ
ン
を
四
分
割
す
る
分
割
占
領
を
行
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。
日
本

に
お
い
て
も
当
初
、
米
ソ
英
中
に
よ
る
分
割
占
領
が
検
討
さ
れ
た

が（
（
（

、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
で
組
織
化
さ
れ
た
連
合
国
最
高
司
令

官
総
司
令
部/General Headquarters, the Suprem

e Com
m

ander 

for the A
llied Pow

ers

（
以
下
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
表
記
）
が
全
国
を
占
領

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
日
本
占
領
か
ら
考
察
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係

― 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
萩
地
域
占
領
活
動
を
中
心
に 

―

平　

 　
　
　

祥　
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し
か
し
、
完
全
な
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
で
は
な
く
、
少
数
で
は

あ
っ
た
が
１
９
４
６
年
か
ら
英
連
邦
軍
が
日
本
占
領
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
日
本
占
領
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
軍
が
参
加
し
た
。
同
軍
は
英
連
邦
占
領
軍/

British Com
m

onw
ealth O

ccupation Force

（
以
下
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ

と
表
記
）
と
呼
ば
れ
、
中
国
、
四
国
地
方
そ
し
て
東
京
、
神
戸
の
一

部
の
活
動
を
担
っ
た
。

中
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
総
司
令
官
を
送
り
出
す
な
ど
、

全
占
領
期
間
を
通
し
て
軍
の
主
導
権
を
握
り
続
け
た
。
こ
れ
に
対
し

て
不
満
を
持
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
国
内
事
情
も
重
な
り
消
極

的
な
態
度
を
と
り
続
け
て
い
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
従
属
す
る
形

で
あ
っ
た
イ
ン
ド
軍
は
１
９
４
７
年
の
独
立
に
伴
い
撤
退
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
も
国
内
の
方
針
な
ど
か
ら
消
極
的
な
動
き

を
見
せ
て
い
た（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
積
極
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
消
極
的
な
イ
ギ
リ

ス
、
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
大
き
な
構
図
が
Ｂ
Ｃ
Ｏ

Ｆ
先
行
研
究
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
史
料
を
使
用
し
て
論
じ
て
い

る
千
田
武
志
は
こ
の
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、
日
本
の
学
術
界
で
先

駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る（

（
（

。
対
し
て
奥
田
泰
広
は
イ
ギ
リ
ス
側

の
史
料
を
使
用
し
て
、
消
極
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
像
を
論
じ
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
参
加
国
の
中
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
が
大
き
く
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
陰
に
隠

れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
１
９
４
６
年
か
ら
48
年
ま
で
主
に
山
口

県
の
管
轄
を
有
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
で
あ
っ
た
が
、
池
本
健

一
は
論
文
で
、
同
軍
の
活
動
は
「
人
目
を
引
か
な
い
二
年
半
」
だ
っ

た
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

他
の
参
加
国
と
比
較
す
る
と
派
遣
兵
力
が
少
数
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
国
内
で
も
早
期
撤
退
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
こ
と
が
消
極
的
と

み
ら
れ
て
い
る
一
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
消
極
的
側
面
ば
か

り
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
占
領
活
動
の
全
貌
が
見
逃
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
活
動
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

萩
地
域
の
占
領
活
動
は
目
を
引
く
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
萩
市
は
山

口
県
北
部
に
位
置
し
、
日
本
海
沖
の
７
島
を
有
す
る
市
で
あ
り
、
比

較
的
朝
鮮
半
島
に
近
い（

（1
（

。

本
稿
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
よ
る
萩
地
域
の
占
領
活
動
を
主

軸
に
置
き
、
同
軍
の
占
領
目
的
と
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
以
下
三
つ
の
「
問
い
」
に
注
目
し
て
い
く
。
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１　

萩
地
域
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
た
の
か
。

２　

占
領
活
動
に
お
い
て
萩
地
域
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
か
。

３　

萩
地
域
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
占
領
目
的
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
か
。

本
論
で
は
こ
の
３
つ
の
「
問
い
」
か
ら
４
つ
の
章
を
構
成
す
る
。

第
一
章
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
成
立
過
程
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
立

場
を
検
証
し
、
そ
の
う
え
で
本
稿
が
萩
地
域
の
活
動
に
注
目
す
る
理

由
を
説
明
す
る
。

第
二
章
で
は
、引
揚
船
の
援
助
や
密
出
入
国
船
取
締
り
活
動
な
ど
、

占
領
軍
の
日
本
海
沿
岸
活
動
に
お
い
て
萩
地
域
が
果
た
し
た
役
割
を

検
証
す
る
。

第
三
章
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内

外
の
情
勢
と
、
１
９
４
７
年
開
催
の
英
連
邦
会
議
か
ら
同
国
の
占
領

目
的
を
検
証
す
る
。

第
四
章
で
は
、
萩
地
域
そ
し
て
離
島
見
島
の
民
主
化
政
策
活
動
か

ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
占
領
目
的
を
考
察
す
る
。

研
究
材
料
は
主
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
か
ら
得
た
議
会
論
文
、
軍
関
係
書
類
、
新
聞
、
山
口
県
各
市

町
村
の
史
誌
な
ど
を
使
用
す
る
。
萩
地
域
を
通
し
て
占
領
活
動
の
実

態
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
占
領
目
的
や
、

国
際
社
会
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
試
み
で
あ

る
。尚

、
当
時
の
萩
市
と（

（1
（

、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
定
め
た
「
萩
地

域
（H

agi area

）」
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
萩
市
」

と
「
萩
地
域
」
を
区
別
し
て
明
記
す
る
。

第
一
章　

な
ぜ
、
萩
地
域
の
占
領
活
動
に
注
目
す
る
の
か

山
口
県
北
部
に
位
置
す
る
萩
市
は
県
内
ラ
グ
ビ
ー
の
発
祥
地
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
占
領
期
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
競
技

を
行
う
た
め
に
芋
畑
を
競
技
場
に
整
備
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
県
民
が
残
さ
れ
た
場
内
で
競
技
を
始
め
、
県
内
に
ラ

グ
ビ
ー
が
普
及
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
萩
市
民
を
結
び
つ
け
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
非
常
に
珍
し
く
、
日
本
国
内
で
同
軍
に
よ
る
萩
地
域
で

の
占
領
活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
萩
市
史
に
お
い
て
も

同
軍
の
占
領
に
関
す
る
記
述
は
一
文
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。だ
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
史
料
や
本
国
の
新
聞
で
は
萩
地
域
を
活
動

の
重
要
拠
点
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
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第
一
節
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
成
立
過
程
を
記
述
し
、
英
連
邦
内
に
お

け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
立
場
を
検
証
す
る
。
そ
の
上
で
第

二
節
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
関
す
る
史
料
か
ら
萩
地
域
の

特
異
性
を
紹
介
し
、
本
稿
が
こ
の
地
域
の
占
領
活
動
に
注
目
す
る
理

由
を
説
明
す
る
。

第
一
節　

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
成
立
過
程
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府 

日
本
で
玉
音
放
送
が
流
れ
る
２
日
前
の
１
９
４
５
年
８
月
13
日
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
英
連
邦
４
か
国
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
に
日
本
降
伏
後
の
占
領
方
針
を
打

電
し
た
。
ま
た
、
占
領
の
た
め
に
英
連
邦
軍
を
構
成
す
る
た
め
、
各

国
か
ら
の
一
個
旅
団
軍
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
英
連
邦
軍
か
ら
独
立
し
た
自
国
の
み
の
軍
隊
の

構
想
意
思
を
示
し
た
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
不
参
加
と
回
答
し

た（
（1
（

。
ま
た
、
イ
ン
ド
政
府
の
回
答
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
の

占
領
に
は
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
当
時
の
ピ
ー

タ
ー
・
フ
レ
ー
ザ
ー
労
働
党
政
権
内
で
は
徴
兵
問
題
の
是
非
を
巡
っ

て
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
、
決
定
に
は
時
間
が
か
か
っ
た（

（1
（

。
最
終
的
に

は
大
戦
中
イ
タ
リ
ア
戦
線
に
参
加
し
た
第
二
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
派

遣
軍
の
13
，
14
，
15
補
助
部
隊
か
ら
４
０
０
０
名
を
徴
兵
し
６
カ
月

間
占
領
に
参
加
さ
せ
る
。
そ
の
間
に
国
内
で
志
願
兵
の
募
集
と
訓
練

を
行
い
、
６
カ
月
後
に
交
代
さ
せ
る
方
針
が
９
月
29
日
に
決
定
し
た

の
で
あ
る（

（1
（

。

一
方
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
交
渉
の
末
、

英
連
邦
軍
総
司
令
官
を
自
国
軍
か
ら
任
命
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
条
件

に
し
て
、
統
一
軍
の
参
加
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
10
月
１
日
、
イ
ギ

リ
ス
政
府
が
最
終
的
な
意
思
決
定
を
示
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
か
ら
構
成
さ
れ
る
英
連

邦
軍
の
派
遣
が
各
国
間
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
英
連
邦

軍
構
想
は
占
領
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉

に
移
っ
て
い
く
。

１
９
４
５
年
10
月
15
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
の
ジ
ョ
ン
・
コ

リ
ン
ズ
准
将
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
宛
て
に
“The A

ustralian M
ission

”と
題
す
る
書
簡
を
届
け

た
。
彼
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
交
渉
す
る
た
め
の
英
連
邦
代
表
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た（

（1
（

。

こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
側
の
占
領
方
針
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
４
ヶ

国
に
分
割
占
領
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
前
例
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
今
後
起

こ
り
う
る
米
ソ
対
立
に
お
い
て
分
割
占
領
は
有
利
に
機
能
し
な
い
と



−　 −110

考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
単
独
占
領
を
計

画
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

し
か
し
、
日
本
占
領
は
連
合
国
で
行
っ
て
い
る
以
上
、
連
合
各
国

の
存
在
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
長
期
間
続

く
可
能
性
の
あ
る
占
領
に
十
分
な
兵
力
を
ア
メ
リ
カ
軍
の
み
で
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た（

（2
（

。

１
９
４
５
年
９
月
22
日
、
大
統
領
は
対
日
戦
に
参
戦
し
て
い
た
他

の
連
合
軍
が
日
本
占
領
に
参
加
す
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
旨
を
表
明
し

て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
統
合
参
謀
本
部
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
意

向
に
沿
っ
て
10
月
11
日
に
中
、
英
、
ソ
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
一
個
師
団

基
幹
の
約
三
万
人
の
軍
隊
派
遣
を
要
請
さ
せ
る
策
案
を
作
成
し
て
い

た（
（2
（

。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
分
割
占
領
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
麾

下
の
軍
隊
と
し
て
参
加
す
る
旨
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
ソ
連
は
北
海
道
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
揮
下
に
は
入
ら
な
い
権

限
を
主
張
し
た
た
め
早
々
に
参
加
を
拒
否
さ
れ
た（

（2
（

。
中
国
は
国
民
政

府
が
１
９
４
６
年
３
月
に
至
る
ま
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
協
議
を
続
け

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が（

（2
（

、
食
料
の
現
地
調
達
を
主
張
し
た
た

め
参
加
を
拒
否
さ
れ
た（

（2
（

。

英
連
邦
代
表
団
に
話
を
戻
す
と
、
交
渉
の
結
果
12
月
８
日
に
ア
メ

リ
カ
は
日
本
占
領
の
一
般
原
則
を
提
示
し
た
。
こ
の
時
、
英
連
邦
内

で
唯
一
原
則
に
反
対
し
た
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
で
あ
っ

た
。
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
は
原
則
一
項
目
の
条
項
「
四
箇
旅
団
（
注.

英
連
邦
軍
各
国
派
遣
軍
）
か
ら
な
る
陸
軍
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官

麾
下
の
占
領
軍
に
統
合
化
さ
れ
る（

（2
（

」
に
意
見
を
呈
し
て
い
る
。
彼
は

ア
メ
リ
カ
軍
に
統
合
化
さ
れ
れ
ば
、
英
連
邦
軍
の
統
一
は
乱
れ
る
と

指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
12
月
10
日
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
エ
バ
ッ

ト
外
務
大
臣
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
参
加
の
留
保
を
伝
え
た
の
で

あ
る（

（2
（

。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
側
と
の
交
渉
は
続
け
ら
れ
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
英
連
邦
軍
総
司
令
官
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ン
・
ノ
ー
ス
コ
ッ
ト

中
将
が
12
月
15
日
に
東
京
で
会
談
し
た
。

こ
こ
で
は
、
英
連
邦
軍
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
統
合
軍
で
は
な
く
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
指
揮
下
に
あ
り
な
が
ら
独
立
権
を
持
つ
軍
隊
と
し
て
合

意
さ
れ
た
。
こ
の
会
談
内
容
は
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ノ
ー
ス
コ
ッ
ト

協
定
」
と
し
て
英
連
邦
軍
に
よ
る
日
本
占
領
の
基
本
的
な
枠
組
み
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
と
い
う
名
称
が

正
式
に
決
定
し
た（

（2
（

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
を
中

心
と
し
た
英
連
邦
体
制
を
保
ち
な
が
ら
、
占
領
に
参
加
す
る
こ
と
を

重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
フ
レ
ー
ザ
ー
の
意
思
表
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示
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
麾
下
に
あ
り
つ
つ
も
、
独
立
軍

を
構
成
で
き
る
結
果
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
萩
地
域

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
日
本
進
駐
は
１
９
４
６
年
１
月
31
日
の
先
遣
隊
の
広

島
県
呉
港
上
陸
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
月
13
日
に
は
、
本
隊
で
あ
る
第

34
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
歩
兵
旅
団
が
到
着
し
た（

（2
（

。
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
上
陸
以
前

の
中
国
、
四
国
地
方
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
進
駐
し
て
い
た
。
同
軍
は

上
陸
を
も
っ
て
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
と
交
代
し
た
が
、
軍
政
部
は
引
き
続
き
ア

メ
リ
カ
軍
が
担
当
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

３
月
19
日
に
は
第
二
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
派
遣
軍
（
以
下
２
Ｎ
Ｚ

Ｅ
Ｆ
と
表
記
）
を
乗
せ
た
「
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
号
」
が
呉
港
に
上
陸

し（
（3
（

、
翌
朝
、
部
隊
は
焼
け
野
原
に
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
鉄
道
と
行
進

で
担
当
地
域
で
あ
る
山
口
県
に
向
か
っ
た（

（3
（

。 

戦
前
、
山
口
県
に
設

置
さ
れ
た
大
き
な
軍
事
施
設
と
し
て
徳
山
海
軍
燃
料
廠
、
岩
国
陸
軍

燃
料
廠
、
光
海
軍
工
廠
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
軍
事
都
市
を
は
じ

め
、
宇
部
、
下
関
、
下
松
、
小
野
田
、
防
府
、
山
口
の
各
市
が
空
襲

被
害
に
あ
っ
た（

（3
（

。
さ
ら
に
、
関
門
海
峡
は
外
洋
と
瀬
戸
内
海
の
航
路

を
遮
断
す
る
た
め
に
大
量
の
機
雷
で
封
鎖
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。

本
部
は
長
府
（
現
在
の
下
関
市
）
に
設
置
さ
れ
、
２
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｆ
は

山
口
部
隊
と
下
関
部
隊
に
分
か
れ
て
主
な
市
区
町
村
に
分
駐
し
た（

（3
（

。

担
当
地
域
に
展
開
さ
れ
た
各
部
隊
で
は
地
域
に
合
わ
せ
た
内
部
規

則
（Standing O

rders

）
が
作
成
さ
れ
た
。
木
造
家
屋
が
多
い
日

本
で
の
火
災
は
厳
重
に
警
戒
さ
れ
、
筆
者
が
確
認
し
た
４
部
隊
の
す

べ
て
の
規
則
で
は
多
く
の
紙
面
が
防
火
対
策
の
記
述
に
割
か
れ
て
い

た
。
ま
た
、
フ
グ
や
生
牡
蠣
の
食
用
や
マ
ム
シ
の
危
険
性
な
ど
も
記

述
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

規
則
に
よ
る
と
、担
当
地
域
内
に
は
危
険
性
な
ど
の
問
題
か
ら「
立

入
制
限
（O

ut-O
f-Bounds

）」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
地
域
が
数
多
く

存
在
し
た
。
例
え
ば
、
第
22
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
歩
兵
大
隊
で
は
以

下
の
条
項
が
あ
る
。

（
ｈ
）
オ
ム
ラ
と
コ
ヒ
ム
ラ

�　

呉
か
ら
８
マ
イ
ル
東
に
あ
る
上
記
の
村
は
多
量
の
マ
ス
タ
ー
ド

ガ
ス
（
化
学
兵
器
）
発
生
地
の
た
め
、
立
入
禁
止
地
域
で
あ
る
。

（
ｉ
）
仙
崎

�　

仙
崎
は
非
番
の
全
部
隊
員
は
立
入
禁
止
で
あ
る
。--

コ
レ
ラ
の

た
め（

（3
（上

陸
後
の
主
な
任
務
で
あ
っ
た
武
装
解
除
作
業
は
、
そ
の
処
理
過
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程
で
多
く
の
危
険
物
質
が
発
生
し
た
。
例
え
ば
、
高
知
県
で
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
軍
に
よ
る
処
理
作
業
で
は
毒
物
が
飛
散
し
、
百
余
名
が

負
傷
し
た
事
故
も
起
こ
っ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
引
揚
・
復

員
業
務
を
行
う
引
揚
援
護
局
が
設
置
さ
れ
た
仙
崎
港
で
は
、
１
９
４

６
年
６
月
12
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
朝
鮮
で
コ
レ
ラ
が
発
生
し
蔓
延
し
て

い
る
た
め
、
不
法
入
国
船
を
発
見
し
次
第
、
捕
獲
し
て
船
員
、
乗
客
、

積
荷
と
も
に
仙
崎
の
米
軍
当
局
に
引
き
渡
す
よ
う
司
令
が
出
さ
れ

た
。
日
本
に
コ
レ
ラ
の
感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
に
作
業
で
危
険
が
伴
う
地
域
は
担
当
部
隊
以
外
の
立
ち
入

り
を
制
限
し
て
い
た
。
し
か
し
、
立
入
制
限
さ
れ
て
い
た
萩
地
域
は

制
限
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
山
口
、
宇
部
に
進
駐
し
た
第
25

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
野
戦
砲
中
隊
の
規
則
で
は
萩
地
域
を
以
下
の
通

り
立
入
禁
止
と
し
て
い
る
。

12
．
萩

�　

萩
地
域
は
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
隊
が「
立
入
禁
止
」

で
あ
る
。
任
務
で
萩
に
訪
れ
る
隊
員
、
職
員
は
必
ず
第
27
歩
兵
大

隊
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
事
前
に
同
隊
副
官

の
移
動
命
令
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
萩
到
着
後
は
当
地
域

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
隊
の
司
令
官
に
第
一
報
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
通
例
で
は
立
入
禁
止
や
制
限
を
す
る
際
に
は
必
ず
理

由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、萩
地
域
の
制
限
理
由
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

で
は
、
萩
は
特
別
な
任
務
に
使
用
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
旨
が
直
接
明

記
さ
れ
て
い
る
史
料
、
文
献
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
当
地

域
に
設
立
さ
れ
た
基
地
（
キ
ャ
ン
プ
）
は
他
の
基
地
と
比
較
し
て
設

備
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
が
複
数
の
記
事
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。『
イ

ブ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
』紙
で
は
、当
基
地
を
訪
問
し
た
総
司
令
官
の
ノ
ー

ス
コ
ッ
ト
が
「
私
が
見
た
中
で
一
番
の
基
地
だ
」
と
述
べ
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
数
あ
る
管
轄
内
地
域
の
中
で
も
特
別
な
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
占
領
軍
は
萩
地
域
に
ど
の
よ
う
な
価

値
を
見
出
し
て
い
た
の
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
戦
時
中
山
口
県
内

の
主
要
都
市
は
空
襲
な
ど
で
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
一
方
、
萩
市
は

１
９
４
５
年
６
月
28
日
、
萩
港
付
近
に
機
雷
が
投
下
さ
れ
た
が（

（4
（

、
市

内
に
直
接
的
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（4
（

。
尚
、
港
に
敷
設

さ
れ
た
機
雷
は
戦
後
の
早
い
段
階
で
旧
日
本
軍
部
隊
に
よ
っ
て
除
去

さ
れ
た（

（4
（

。
そ
の
た
め
、
焦
土
と
化
し
た
他
の
主
要
都
市
よ
り
も
利
用

し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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他
の
萩
地
域
を
取
り
上
げ
た
記
事
で
は
、
離
島
で
あ
る
見
島
で
の

民
主
政
策
活
動
や
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
密
出
入
国
者
取
り
締
ま
り
の

拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
萩
地

域
が
重
要
視
さ
れ
た
理
由
は
、
離
島
を
有
し
て
い
た
こ
と
や
、
日
本

海
に
面
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
地
理
的
な
面
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
日
本
海
沿
岸
活
動
に
お
い
て
、

萩
地
域
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
第
二
章
で
は
沿
岸

業
務
に
力
を
入
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
萩
地
域
の
役
割
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

第
二
章　

日
本
海
沿
岸
と
し
て
の
萩
地
域

主
に
山
口
県
全
域
の
管
轄
を
有
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
で

あ
っ
た
が
、
県
外
で
も
例
外
的
に
管
轄
し
た
地
域
が
存
在
し
た
。
東

京
で
は
恵
比
寿
基
地
を
拠
点
に
目
黒
地
区
に
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
部
隊
が
進
駐

し
て
お
り
、
各
国
軍
が
交
代
し
て
担
当
し
て
い
た（

（4
（

。
主
に
皇
居
や
英

国
大
使
館
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
邸
な
ど
の
警
備
を
任
務
と
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
も
交
代
で
担
当
し
て
い
た（

（4
（

。

ま
た
、
イ
ン
ド
軍
撤
退
に
伴
い
、
１
９
４
７
年
９
月
か
ら
島
根
県

全
域
の
占
領
も
担
う
こ
と
と
な
っ
た（

（4
（

。

県
外
管
轄
地
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
広
島
県
大
竹
市
で
あ
る
。

広
島
県
南
西
部
に
位
置
す
る
大
竹
市
は
当
初
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の

管
轄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
４
６
年
５
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
師
団
騎
兵
連
隊
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
そ
の
理
由
は
大
竹

港
に
地
方
引
揚
援
護
局
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管
轄
地
域
内
の
引
揚
援
護
局
は
こ
の
大
竹
港
と
山
口
県

の
仙
崎
港
（
１
９
４
６
年
10
月
ま
で
は
下
関
港
）
の
み
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
引
揚
援
護
業
務
全
般

を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
章
で
は
、
引
揚
援
護
業
務
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
軍
の
沿
岸
地
域
で
の
活
動
に
注
目
し
、
ま
た
、
日
本
海
に
面

す
る
萩
地
域
が
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。

第
一
節　

沿
岸
活
動
に
尽
力
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍

１
９
４
５
年
８
月
15
日
時
点
で
軍
属
を
含
め
た
海
外
日
本
人
は
約

６
６
０
万
名
存
在
し
て
お
り
、
引
揚
業
務
は
戦
後
日
本
の
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
帰
国
を
援
助
す
る
た
め
、
同
年
11
月
に
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
司
令
で
厚
生
省
に
引
揚
援
護
課
が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
上
陸
港

に
地
方
援
護
局
や
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
当
初
、
中
国
地
方
に
は
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呉
、
宇
品
、
下
関
の
各
港
に
援
護
局
が
設
置
さ
れ
た
が
、
改
編
の
結

果
大
竹
港
と
仙
崎
港
が
長
ら
く
機
能
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（4
（

。

こ
こ
で
大
竹
局
を
例
に
援
護
局
の
主
な
仕
事
の
流
れ
を
記
述
す

る
。
引
揚
船
が
入
港
す
る
と
、
船
内
検
疫
と
引
揚
者
の
携
行
荷
物
の

取
り
調
べ
、
陸
上
検
疫
が
行
わ
れ
た
。
治
療
が
必
要
な
人
は
国
立
大

竹
病
院
に
、
そ
の
他
の
人
は
収
容
施
設
に
２
日
か
ら
１
週
間
程
度
滞

在
し
た
。
そ
の
間
に
引
揚
証
明
書
、
俸
給
、
旅
費
、
衣
料
、
日
用
品

な
ど
が
支
給
さ
れ
、
出
所
後
、
大
竹
駅
か
ら
国
鉄
輸
送
計
画
に
よ
る

特
別
列
車
で
帰
郷
し
た（

（5
（

。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
活
動
は
日
本
の
医
療
従
事
者
、労
働
者
、

税
関
職
員
の
活
動
を
警
備
、
監
督
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
た

が（
（5
（

、
前
述
の
と
お
り
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
内
で
同
軍
が
こ
の
活
動
を
独
占
し
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
１
９
４
６
年
７
月
に
同
軍
の
ラ
イ

ト
少
佐
が
朝
鮮
人
救
護
会
に
解
散
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（5
（

、
援
護

局
内
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
権
限
は
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
密
出
入
国
者
の
取
締
り
に
お
い
て
占
領
軍
は
活
躍
し
た
。

特
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
密
入
国
が
多
発
し
、
駐
韓
米
軍
当
局
の
推
計

で
は
１
９
４
６
年
１
月
時
点
で
18
万
５
１
５
６
名
の
海
外
日
本
人
が

密
航
船
で
引
き
揚
げ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
引
揚
に

は
仙
崎
港
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
公
式
連
絡
船
が
往
来
し
た
が（

（5
（

、
帰

還
者
に
と
っ
て
公
式
船
の
利
用
は
船
舶
不
足
に
よ
る
運
航
の
遅
滞

と
、
厳
し
い
携
行
荷
物
の
制
限
と
い
う
２
つ
の
欠
点
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
密
航
船
が
横
行
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
密
航
業

者
は
乗
客
が
少
な
い
と
密
輸
品
を
運
び
、
そ
の
品
を
狙
う
海
賊
ま
で

登
場
し
た
。
ま
た
、
西
日
本
の
日
本
海
沿
岸
は
朝
鮮
半
島
に
帰
国
す

る
た
め
に
、
日
本
全
国
か
ら
在
日
朝
鮮
人
の
不
法
上
陸
が
頻
発
す
る

場
所
で
も
あ
っ
た（

（5
（

。

密
出
入
国
の
取
締
り
は
コ
レ
ラ
の
蔓
延
防
止
や
、
治
安
維
持
の
た

め
に
日
本
警
察
と
占
領
軍
の
陸
海
空
軍
が
連
携
し
て
強
化
さ
れ
た（

（5
（

。

第
二
節　

日
本
海
沿
岸
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
萩
地
域

１
９
４
８
年
５
月
、
日
本
近
海
を
通
行
す
る
ソ
連
輸
送
船
を
占
領

軍
機
が
低
空
飛
行
に
よ
っ
て
妨
げ
た
と
い
う
ソ
連
当
局
か
ら
の
抗
議

が
あ
っ
た（

（5
（

。
言
及
さ
れ
た
の
は
密
出
入
国
船
取
締
り
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
た
め
に
飛
行
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
機
で
あ
っ
た（

（5
（

。

事
件
を
取
り
上
げ
た
『
オ
タ
ゴ
デ
イ
リ
ー
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
記
事

で
は
「
日
本
へ
の
密
入
国
と
不
法
入
国
の
予
防
の
大
部
分
を
本
州
北

西
部
沿
岸
に
あ
る
萩
と
仙
崎
港
か
ら
指
揮
を
受
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
行
っ
て
い
る（

（5
（

」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
事
か
ら
萩
港
は
引
揚
援
護
局
の
あ
る
仙
崎
港
と
同
様
に
密
出
入
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国
者
取
締
り
の
指
揮
本
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
２
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｆ
宣
伝
将
校
のJ.C.

ラ
イ
ン
大
尉
は
１
９
４
７

年
11
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
』
紙
で

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

�　

５
月
以
降
、「
密
入
国
の
地
」
こ
と
本
州
最
南
端
の
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ

管
轄
地
域
に
お
い
て
７
３
５
名
の
朝
鮮
人
が
不
法
入
国
の
疑
い
で

逮
捕
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
通
常
、
本
州
の
下
関
～
萩
間
の
沿

岸
に
上
陸
が
試
み
ら
れ
る（

（6
（

。

記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
萩
地
域
沿
岸
は
密
入
国
者
の
上
陸
が
多

発
し
た
区
間
の
東
端
で
あ
っ
た
。
実
際
、
１
９
４
９
年
９
月
に
同
市

玉
江
群
海
岸
で
29
名
の
上
陸
者
が
萩
市
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
事
例

や（
（6
（

、
同
年
６
月
に
逮
捕
さ
れ
た
上
陸
者
の
自
白
に
よ
り
密
輸
船
が
舞

鶴
港
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
事
例（

（6
（

な
ど
多
数
の
記
録
が

残
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
９
４
６
年
に
山
口
県
を
訪
問
し
、
軍
の
活
動
や
基
地

を
視
察
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
Ｗ
・
Ｗ
・
ダ
ブ
准
将
は
、
萩

地
域
の
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

�　

現
在
、
北
岸
萩
の
部
隊
は
朝
鮮
人
の
台
湾[

筆
者
注
：
朝
鮮
半

島
の
誤
表
記
だ
と
考
え
ら
れ
る]

の
送
還
援
助
を
行
っ
て
い
る（

（6
（

。

萩
地
域
は
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
朝
鮮
人
を
帰
国
さ
せ
る
窓
口
に

も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
萩
地
域
で
は
海
外
日
本
人
の
引
揚
や
在
日
朝
鮮

人
の
送
還
の
援
助
の
ほ
か
、
密
出
入
国
者
の
取
締
り
の
拠
点
と
な
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
萩
地
域
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
軍
が
力
を
入
れ
て
い
た
沿
岸
事
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
１
９
４
８
年
10
月
１
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
司
令
に
よ
り
、

沿
岸
海
上
の
海
難
事
故
、
密
航
に
備
え
る
た
め
、
萩
海
上
保
安
署
が

設
置
さ
れ
た（

（6
（

。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
撤
退
と
時
期
が
重
な

り
、
撤
退
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
安
全
保
障
と
日
本
占
領

第
二
章
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
占
領
活
動
に
お
け
る
萩
地
域

の
役
割
を
検
証
し
、
同
地
域
が
沿
岸
活
動
業
務
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
本
章
と
第
四
章
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
日
本
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占
領
目
的
と
萩
地
域
の
関
係
性
を
検
証
し
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
本

章
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
外
の
情

勢
、
そ
し
て
１
９
４
７
年
に
開
催
さ
れ
た
英
国
連
邦
会
議
か
ら
、
同

国
の
占
領
目
的
を
検
証
し
て
い
く
。

第
一
節　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
員
で
あ
る
池
本
健
一
は
、
Ｌ
・
ブ
ロ
ッ

ク
ル
バ
ン
ク
の
著
書
“JA

Y
FO

RCE

”を
紹
介
す
る
形
で
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
占
領
軍
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る（

（6
（

。 

こ
の
論

文
で
は
同
国
の
日
本
占
領
に
は
対
英
関
係
、
対
日
警
戒
心
、
対
米
関

係
の
目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
本
節
で
は
こ
の
３
目
的
を

踏
ま
え
つ
つ
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内

外
情
勢
か
ら
同
国
の
占
領
目
的
を
検
証
し
て
い
く
。

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
は
密

接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
戦
中
の
１
９
４
０
年
２
月

に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
募
兵
広
告
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
は
自
国
の
存
続

の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
。
英
連
邦
の
人
々
は
帝
国
防
衛
の
た
め
の

志
願
兵
に
採
用
さ
れ
る
。
今
す
ぐ
志
願
せ
よ（

（6
（

」
と
イ
ギ
リ
ス
の
た
め

の
戦
い
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
１
９
３
１
年
に
自
治
領
の
完
全
独
立
を
認
め
る
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
を
通
過
し
た
。し
か
し
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
憲
章
の
採
択
を
１
９
４
７
年
ま
で
遅
ら
せ
た
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
国

家
全
体
が
祖
国
イ
ギ
リ
ス
へ
の
強
い
忠
誠
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る（

（6
（

。

し
か
し
、
大
戦
の
経
験
の
中
で
ア
メ
リ
カ
と
の
新
た
な
関
係
の
構

築
、
さ
ら
に
国
家
と
し
て
の
独
立
意
識
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
１
９
３
９
年
９
月
１
日
の
イ
ギ
リ
ス

の
対
独
宣
戦
に
応
じ
て
、
２
日
後
に
参
戦
し
た
。
派
遣
軍
は
エ
ジ
プ

ト
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ギ
リ
シ
ア
、
ク
レ
タ
、
リ
ビ
ア
を
舞
台
に
戦
闘

を
重
ね
て
い
っ
た（

（6
（

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
じ
く
こ
れ
ま
で
自
国
領

土
を
防
衛
す
る
経
験
が
な
か
っ
た
こ
の
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
加
勢

し
て
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
。

し
か
し
、
１
９
４
１
年
12
月
か
ら
の
日
本
と
の
交
戦
に
お
い
て
、

軍
事
力
の
大
半
を
地
球
の
反
対
側
に
送
り
出
し
た
こ
と
は
大
き
な
欠

点
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
の
主
力
軍

は
派
遣
先
で
く
ぎ
付
け
と
な
り
太
平
洋
に
戻
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
手
薄
で
あ
っ
た
本
国
で
は
18
歳
程
度
の
少
年
兵
や
第
一
次
世
界

大
戦
で
活
躍
し
た
老
兵
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
郷
土
軍
」
が
防
衛
体
制
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を
整
え
た
が
、
そ
の
軍
事
力
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

１
９
４
２
年
に
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
付
近
の
ハ
ウ
ラ

キ
港
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
本
国
の
防
衛
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
援
助

を
受
け
続
け
、
終
戦
ま
で
依
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
実
が

ア
メ
リ
カ
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
き
っ
か
け
と
な
る（

（7
（

。
戦
後
に
お

い
て
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
「
文
化
的
連
帯
」
を
重
要
視
し
つ
つ
も
、
ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
に
国
益
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。

こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
大
戦
期
を
通
し
て
、
対
英
米

外
交
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
大
国
に
信
頼
を

持
つ
と
同
時
に
、
戦
後
処
理
に
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
危
機
感
を
感

じ
て
い
た
。

１
９
４
３
年
11
月
27
日
、
米
英
中
の
連
合
三
ヶ
国
首
脳
は
今
後
の

日
本
戦
後
処
理
に
つ
い
て
宣
言
を
行
っ
た
（
カ
イ
ロ
宣
言（

（7
（

）。
こ
の

会
議
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
戦
後
処
理
に
関
与
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
の
事
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
米
英
中
ソ
な
ど
の
国
々
が
連

合
国
軍
の
主
導
権
を
握
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
国
々
は
戦
時
中
日
本
軍
に
脅
威
に
晒
さ
れ
た
の
に

も
関
わ
ら
ず
、戦
後
処
理
へ
の
関
与
が
制
限
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
シ
ド
ニ
ー
な
ど
で
日
本

軍
に
よ
る
本
土
侵
攻
を
受
け
た
た
め
、
１
９
４
２
年
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
憲
章
を
採
択
し
、
独
立
国
と
し
て
自
国
の
防
衛
を
図
っ
て

い
た（

（7
（

。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
戦
後
処
理
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
、
主
要
連
合
国
の
対
日
方
針
に
嫌
悪
感

を
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
国
内
防
衛
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
依
存
し
て
い

た
こ
と
も
影
響
し
て
、
日
本
軍
と
の
戦
闘
経
験
は
少
な
か
っ
た
。
ま

た
、本
土
へ
の
侵
攻
が
な
か
っ
た
た
め
、日
本
へ
の
嫌
悪
感
は
薄
か
っ

た
と
い
う
意
見
も
あ
る（

（7
（

。

し
か
し
、
戦
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
「
日
本
軍
に
よ
る
フ
ィ
ジ
ー
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
侵
攻
計
画
」
と
い
う
題
名
の
調
査
書
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
土
へ
の
侵
攻
は
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
こ

と
が
分
か
る（

（7
（

。
ま
た
、
日
中
戦
争
後
、
国
内
で
反
日
感
情
が
高
ま
り
、

１
９
３
７
年
に
は
労
働
組
合
に
よ
る
対
日
輸
出
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
起

こ
っ
た（

（7
（

。
ま
た
、２
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｆ
兵
士
で
あ
っ
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ
ー

ム
ズ
は
「
日
本
軍
が
ア
ジ
ア
大
陸
を
南
下
し
て
多
く
の
地
域
を
占
領

し
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
最
後
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
日
本
に

占
領
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
恐
れ
て
い
ま
し
た（

（7
（

」
と
戦
前
の
日
本

侵
略
に
対
す
る
恐
怖
心
を
回
想
し
て
い
る
。



−　 −118

こ
の
よ
う
に
戦
前
、
大
戦
期
を
通
し
て
日
本
は
少
な
か
ら
ず
脅
威

の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
祖
国
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事

力
に
限
界
を
感
じ
た
こ
と
も
重
な
り
独
立
意
識
が
芽
生
え
た
と
さ
れ

て
い
る（

（7
（

。
１
９
４
３
年
に
は
戦
後
処
理
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と

に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ナ
シ
ュ
蔵
相
主
導
の
も
と
、

外
務
貿
易
省
が
設
立
さ
れ
た
。
設
立
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、
独
自
で
外
交
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（8
（

。

以
上
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
戦
時

中
、
戦
後
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

二
ヶ
国
は
１
９
４
４
年
２
月
１
日
に
戦
時
、
平
時
に
関
わ
ら
ず
協
力

関
係
を
保
つ
こ
と
を
確
認
し
た
キ
ャ
ン
ベ
ラ
協
定
を
批
准
し
た（

（8
（

。
イ

ギ
リ
ス
の
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』
紙
は
こ
の
協
約

を
称
賛
し
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
も
は

や
母
国（
注.

イ
ギ
リ
ス
）に
お
と
な
し
く
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
ず
、

防
御
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
外
交
政
策
を
母
国
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い（

（8
（

」
と
論
評
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
対
英
米
協
調
外
交
を
重

要
視
す
る
一
方
で
、
太
平
洋
の
戦
後
処
理
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
と
も
に
危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
頼
み
の
綱
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
限
界
を
感
じ
た
た

め
、
太
平
洋
独
立
国
家
と
し
て
存
続
さ
せ
る
道
を
歩
み
始
め
た
。
こ

の
背
景
か
ら
独
立
国
と
し
て
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
日
本
の

非
軍
事
化
・
民
主
化
を
徹
底
す
る
こ
と
が
占
領
目
的
の
一
つ
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

第
二
節　

１
９
４
７
年
の
英
連
邦
会
議
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
安
全
保
障
の
た
め
の
日
本
占
領
と
い
う
視
点

は
英
国
連
邦
会
議
の
同
国
政
府
の
態
度
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
１
９

４
７
年
８
月
26
日
か
ら
９
月
２
日
の
８
日
間
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
開
催

さ
れ
た
英
連
邦
会
議
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ル
マ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
の
英
連
邦
８
か
国
が
参
加
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

は
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
以
下
３
名
の
代
表
が
出
席
し
た
。

日
本
の
平
和
に
関
す
る
議
題
に
お
い
て
、
彼
ら
は
自
国
が
日
本
和

解
を
す
る
上
で
一
番
の
条
件
は
安
全
保
障
だ
と
し
た
上
で
、
物
理
的

に
武
装
解
除
し
て
い
る
だ
け
の
現
段
階
で
は
不
十
分
だ
と
主
張
し

た（
（8
（

。
ま
た
、
民
主
主
義
の
現
状
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
で
あ

る
。

�　

日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
と
平
和
的
傾
向
の
将
来
は
未
だ
に
不



−　 −119

透
明
で
あ
る
。

�　

日
本
国
民
が
占
領
当
局
の
民
主
的
な
政
策
に
対
す
る
熱
意
を
示

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、（
占
領
軍
の
）
有
能
な
管
理
者
は
ほ

と
ん
ど
準
備
が
で
き
て
い
な
い
。（
中
略
）
ま
た
、
明
確
な
民
主

主
義
は
外
部
か
ら
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
考
え
方
や
気
持

ち
は
、
日
本
人
自
身
が
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（8
（

。

次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管
轄
地
域
に
お
い
て
も
民

主
化
政
策
な
ど
の
軍
政
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
行
っ
て
い
た（

（8
（

。
従
っ
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
占
領
軍
は
ほ
と
ん
ど
日
本
の
民
主
化
政
策
に
携

わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
フ
レ
ー
ザ
ー
た
ち
は
１
９
４
７

年
に
な
っ
て
も
日
本
の
民
主
化
政
策
に
対
し
て
強
い
こ
だ
わ
り
を
持

ち
、
会
議
で
意
見
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
日
本
の
民
主
化
政
策
に
携
わ
ろ
う
と
し
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
を
次
章
で
追
っ
て
い
く
。

第
四
章　

萩
地
域
と
非
軍
事
化
・
民
主
化
政
策

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
米
陸
軍
省
へ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
１
９
４
８
年
11
月

27
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
日
本
か
ら
の
完
全
撤
退
を
遂
げ

た（
（8
（

。
翌
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
陸
軍
年
次
報
告
書
で
は
撤
退
を
以

下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

�　

２
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｆ
（
日
本
）：
日
本
の
占
領
地
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
関
与
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
隊
が
日
本

人
の
間
に
平
和
と
民
主
主
義
の
基
礎
を
根
付
か
せ
る
と
い
う
割
り

当
て
ら
れ
た
任
務
を
立
派
に
遂
行
し
た
と
い
う
報
告
の
も
と
終
了

し
た（

（8
（

。

こ
の
報
告
か
ら
は
日
本
の
民
主
化
の
確
立
を
占
領
任
務
の
成
功
に

位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

１
９
４
５
年
９
月
22
日
に
公
表
さ
れ
た
「
降
伏
後
に
お
け
る
米
国

の
初
期
の
対
日
方
針
」
で
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主
化
を
主
な

目
標
と
し
て
い
る（

（8
（

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
含
め
た
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
は
ア

メ
リ
カ
の
対
日
方
針
に
従
っ
て
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
政
策
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
占
領
期
の
民
主
化
政
策
の
大

半
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
が
行
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
関
与
で
き
る

範
囲
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
上
記
の
報
告
で
日
本

の
民
主
化
の
確
立
の
み
を
任
務
成
功
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
に
は
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疑
問
が
残
る
。

本
章
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管
轄
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
日
本
の
非
軍
事

化
・
民
主
化
が
進
め
ら
れ
た
の
か
を
見
つ
め
、
そ
の
中
で
萩
地
域
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。

第
一
節　

�

困
難
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
よ
る
日
本
民

主
化
政
策

上
記
で
引
用
し
た
年
次
報
告
書
で
は
自
ら
の
民
主
化
政
策
を
成
功

と
位
置
付
け
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
成
功
し
た
と
は
言
い
難
い
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
非
軍
事
化
に
お
い
て
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
上
陸
以
前
に
進
駐
し
て

い
た
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
完
了
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
１
９
４
５
年
10
月
27
日
に
萩
市
に
ア
メ
リ
カ
占
領
軍

が
到
着
し
た
が
、
２
日
前
の
25
日
に
萩
市
警
察
に
は
日
本
刀
、
小
銃

な
ど
の
民
間
所
有
の
武
器
が
多
数
提
出
さ
れ
た（

（8
（

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
軍
も
武
装
解
除
に
携
わ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
作
業
を
引
き
継

ぐ
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
口
県
に
は
他
の
地
域
よ
り
も
兵
器
が

少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
が
広
島
県

で
４
８
０
ヶ
所
の
武
器
保
管
を
発
見
し
た
の
に
対
し
、
山
口
県
に
は

１
０
７
ヶ
所
し
か
発
見
さ
れ
な
か
っ
た（

（9
（

。

次
に
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
の
存
在
で
あ
る
。
先
述
し
た
「
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
・
ノ
ー
ス
コ
ッ
ト
協
定
」
に
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
は
ア
メ
リ
カ
軍
と

の
統
合
軍
で
は
な
く
、
独
立
権
を
持
つ
軍
隊
と
し
て
合
意
さ
れ
た
。

だ
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
麾
下
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ

た
。
占
領
史
研
究
家
の
竹
前
栄
治
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
参
加
形
態
に
つ
い

て
「
彼
ら
は
軍
政
部
に
は
参
加
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
実
戦
部
隊
の
補

助
に
使
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本

の
占
領
行
政
を
ア
メ
リ
カ
軍
で
独
占
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る（

（9
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管
轄
地
域
に
関

わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
が
存
在
し
、
占
領
行
政
な
ど
を
担
当
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

山
口
県
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
上
陸
と
同
時
期
の
１
９
４
５

年
10
月
に
山
口
進
駐
米
国
軍
政
本
部
と
下
関
進
駐
米
国
軍
政
本
部
が

設
置
さ
れ
た（

（9
（

。
１
９
４
６
年
３
月
に
は
山
口
軍
政
部
に
統
合
さ
れ
、

公
衆
衛
生
・
厚
生
・
労
働
・
民
間
情
報
教
育
・
民
間
教
育
・
法
務
の

各
課
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
岩
国
、
徳
山
、
下
関
、
萩
な
ど
県
内
各

市
に
出
張
所
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（9
（

。

各
地
域
で
は
軍
政
部
に
よ
る
民
主
化
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。

萩
市
で
は
軍
政
部
が
県
と
協
力
し
て
「
平
和
日
本
建
設
の
し
る
べ
、

み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
」
と
題
し
た
山
口
軍
政
部
掲
示
板
を
市
内
各
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駅
前
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
１
９
４
７
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
民
主

政
治
普
及
講
演
会
」
に
は
学
校
教
職
員
・
学
生
・
婦
人
団
体
・
村
議

会
議
員
な
ど
１
０
４
０
人
が
出
席
し
た
。
１
９
４
８
年
に
は
「
大
衆

の
た
め
の
民
主
主
義
講
座
」
が
市
内
の
小
中
高
等
学
校
や
図
書
館
・

寺
を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
軍
政
部
に
よ
る
民
主
化
政
策
に
よ
り
、
萩
市
で
は

特
に
影
響
を
受
け
た
青
年
層
が
積
極
的
な
行
動
を
見
せ
た
。例
え
ば
、

１
９
４
６
年
１
月
に
新
生
文
化
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
食
糧
危
機
対
策

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る（

（9
（

。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
民
主
化
は
ア
メ
リ

カ
軍
が
担
う
と
い
う
形
態
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
強
く
意
図
し
た
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
通
り
実
行
さ
れ
た
。

一
方
、
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
の
民
主
化
に
対
す
る
方
針
は
１
９
４
６
年
５
月

15
日
に
正
式
作
成
さ
れ
た
参
加
各
国
政
府
承
認
の
「
英
連
邦
軍
日
本

占
領
参
加
計
画
書
」
３
ヶ
条
か
ら
う
か
が
え
る
。
民
主
化
政
策
に
関

連
す
る
第
三
条
で
は
「
日
本
国
民
に
た
い
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
、
民

主
的
な
生
き
方
と
生
き
が
い
を
実
例
を
も
っ
て
示
し
、
か
つ
感
銘
さ

せ
る
こ
と（

（9
（

」
と
「
可
能
な
限
り
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
な
ど
、

消
極
的
な
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

従
っ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
民
主
化
政
策
に
対
す
る
意
欲

は
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
の
政
策
を
実
現
さ
せ

る
部
隊
と
し
て
関
わ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
２
Ｎ
Ｚ
Ｅ

Ｆ
兵
士
だ
っ
た
ル
イ
ス
・
オ
リ
バ
ー
は
、
日
本
で
女
性
参
政
権
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
選
挙
の
際
会
場
の
警
備
兵
と
し
て
女
性
が

安
全
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
た
と
回
想
し
て
い
る（

（9
（

。
ま
た
、

県
内
巡
回
中
の
出
来
事
と
し
て
２
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｆ
兵
士
だ
っ
た
ダ
グ
・

リ
ー
ミ
ン
グ
は
「
あ
る
通
り
で
、日
本
人
の
男
性
が
荷
車
に
乗
っ
て
、

女
性
が
そ
れ
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
男
性
を
降
ろ
し
て
、
女

性
を
乗
せ
ま
し
た（

（9
（

」
と
回
想
し
て
い
る
。

第
二
節　

離
島
見
島
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
占
領
期
を
通
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
は
日
本

の
非
軍
事
化
、
民
主
化
政
策
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
離
島
見
島
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
主
導

の
民
主
化
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。

萩
市
の
北
方
海
上
46
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
面
積
約
７
・
８
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
島
で
あ
る
見
島（

（9
（

に
は
占
領
軍
上
陸
時
２
５
３
２

名
（
１
９
４
６
年
５
月
14
日
現
在
）
の
住
民
が
生
活
し
て
い
た
。
１

９
４
６
年
５
月
ロ
ナ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ガ
レ
イ
少
佐
率
い
る
27
大
隊
が

見
島
に
武
装
上
陸
し
た（

（9
（

。

上
陸
部
隊
は
日
本
軍
軍
事
施
設
を
探
索
し
た
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
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た
。
大
戦
中
、
島
の
男
性
の
大
半
が
出
征
し
、
女
性
が
男
性
の
人
口

を
上
回
る
と
い
う
影
響
は
あ
っ
た
が
、
島
全
体
が
軍
事
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（10
（

。

『
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
』
紙
に
よ
る
と
、
少
佐
を
出
迎
え
た
ア
リ

タ
村
長
が
「
今
回
の
白
人
に
よ
る
最
初
の
訪
問
は
我
々
に
と
っ
て
非

常
に
名
誉
な
こ
と
だ
」
と
述
べ
た（

（10
（

。
本
州
の
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管
轄
地
域
は

彼
ら
の
上
陸
以
前
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
が
進
駐
し
て
い
た
一
方
、
見

島
に
は
進
駐
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
記
事
か
ら
分
か
る
。
つ

ま
り
島
で
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
影
響
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
主
導
の
民
主
化
政
策
が
わ

ず
か
な
が
ら
具
現
化
で
き
た
の
で
あ
る
。

隊
外
勤
務
で
来
島
し
た
『
ギ
ズ
ボ
ー
ン
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
の
記
者
は

島
で
の
軍
の
活
動
を
記
事
に
し
て
い
る
。
彼
は
現
地
で
日
本
人
の
通

商
や
取
引
を
監
督
し
て
い
る
軍
関
係
者
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。
取
材
を
受
け
た
関
係
者
は
日
本
人
と
生
活
を
共
に
す
る

中
で
民
主
主
義
を
伝
え
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
彼
は
島
の
人
々
と

の
関
り
の
中
で
東
洋
人
と
西
洋
人
と
の
思
想
は
全
く
異
な
る
と
考

え
、「
我
々
は
彼
ら
に
民
主
主
義
を
伝
え
る
に
あ
た
っ
て
危
な
い
過

ち
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
い
か
と
深
刻
に
心
配
し
い
て
い
る（

（10
（

」
と
い

う
感
想
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
民
主
化
政
策
を
行
っ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る（

（10
（

。

こ
の
日
本
人
の
思
考
回
路
に
沿
っ
た
政
策
方
針
は
、
前
章
で
述
べ

た
１
９
４
７
年
の
英
連
邦
議
会
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府

の
「
明
確
な
民
主
主
義
は
外
部
か
ら
は
課
さ
れ
な
い
。
こ
の
考
え
方

や
気
持
ち
は
、
日
本
人
自
身
が
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
方
針

と
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
占
領
地
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
実
戦
部
隊
に

使
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府

は
安
全
保
障
の
理
由
か
ら
日
本
の
非
軍
事
化
や
民
主
化
政
策
に
携
わ

る
意
思
が
強
く
、
萩
地
域
の
離
島
見
島
で
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
影
響
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府

の
意
向
を
実
現
で
き
た
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
な
ぜ
萩
地
域
が
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
に

重
要
視
さ
れ
た
の
か
と
い
う
「
問
い
」
を
掲
げ
、
同
軍
結
成
の
背
景

や
、
当
地
で
の
活
動
を
通
し
て
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
萩
地

域
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
役
割
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
つ
目
は
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
日
本
海
沿
岸
活
動
の
重
要
拠
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点
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
管

轄
地
内
の
引
揚
や
送
還
の
援
護
、
密
入
出
国
者
の
取
り
締
ま
り
な
ど

沿
岸
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
朝
鮮
半
島
に
近
く
、
日
本
海
沿
岸
に
位

置
す
る
萩
港
は
戦
時
中
の
空
襲
被
害
も
な
か
っ
た
た
め
重
要
な
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が

求
め
た
民
主
主
義
政
策
が
萩
地
域
の
離
島
見
島
で
わ
ず
か
な
が
ら
実

現
さ
れ
た
こ
と
だ
。
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
を
は
じ
め
と
し
て
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主
化
政
策
に
積
極
的
な

態
度
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、政
策
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
独
占
さ
れ
、

Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
部
隊
は
選
挙
警
備
な
ど
で
の
手
足
と
し
て
使
わ
れ
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
着
手
し
て
い
な
か
っ
た
本
州

か
ら
離
れ
た
見
島
で
活
動
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
萩
地
域
が
担
っ
た
二
つ
の
役
割
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

政
府
の
日
本
占
領
目
的
を
具
現
化
し
て
い
る
と
い
う
考
え
に
辿
り
着

く
。
第
三
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
通
し
て
こ

の
国
は
本
土
侵
攻
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
自
国

の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
た
。
開
戦
約
２
ヶ
月
後
、
太
平
洋
の
防
波

堤
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ギ
リ
ス
軍
は
い
と
も
簡
単
に
降
伏

し（
（10
（

、
太
平
洋
の
英
連
邦
諸
国
は
脅
威
と
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
例
外
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
と
文
化
的
連

帯
感
を
保
ち
つ
つ
も
、
新
た
に
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
を
重
要
視
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
米
英
な
ど
の
連
合
大
国
の
裁
量
で
進
め
ら

れ
て
い
く
戦
後
処
理
に
危
機
感
を
覚
え
、
同
じ
立
場
に
い
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
協
調
し
、
太
平
洋
の
中
で
独
立
国
家
と
し
て
存
続
す
る

こ
と
を
自
覚
し
始
め
た
。

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
考
察
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
日
本
占
領
目
的
は
太
平
洋
の
独
立
国
家
と
し
て
の
安
全
保
障

を
守
る
た
め
の
外
交
、
軍
事
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

た
め
に
軍
国
主
義
国
家
で
あ
っ
た
日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主
化
を
徹

底
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
以
上
日
本
が
混
乱
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

の
治
安
維
持
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
紹
介
し
た
萩
地
域
立
入
禁
止
の
謎
は
、
当
地
域
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
民
主
化
政
策
と
海
外
か
ら
の
治
安
維
持
を

行
う
た
め
の
拠
点
と
な
っ
た
た
め
、
機
密
情
報
が
扱
わ
れ
た
た
め
に

制
限
が
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
占
領
目
的
は
成
功
し
た
と

は
言
い
難
い
。
占
領
当
初
は
非
軍
事
化
・
民
主
化
を
占
領
目
的
に
掲

げ
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
あ
っ
た
が
、共
産
諸
国
と
の
対
立
の
深
刻
化
や
、
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
の
保
守
勢
力
の
台
頭
が
影
響
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦

体
制
秩
序
が
再
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
の
政
策
に
逆
行
し

て
い
く
よ
う
に
な
る（

（10
（

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
こ
の
情
勢
に
嫌

悪
感
を
示
し
て
お
り
、
１
９
４
８
年
５
月
に
は
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
は

本
国
で
日
本
が
戦
争
能
力
を
復
興
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
警
戒
す
る
旨

を
記
者
団
に
語
っ
て
い
る（

（10
（

。

皮
肉
な
こ
と
に
日
本
再
軍
備
具
現
化
の
発
端
と
な
っ
た
１
９
５
０

年
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
山
口
県
は
深
く

関
与
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
国
連
軍
と
し
て
参
戦
し
、
そ

の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
と
も
に
英
連
邦
軍
に
構

成
さ
れ
た（

（10
（

。

一
方
、
山
口
県
は
地
理
的
な
利
便
性
か
ら
、
県
内
の
岩
国
飛
行
場

は
国
連
軍
機
離
着
陸
の
拠
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
万
が
一
朝
鮮
人
民

軍
に
半
島
が
制
圧
さ
れ
た
際
、
山
口
県
は
李
承
晩
政
権
の
亡
命
地
と

な
る
作
戦
ま
で
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（10
（

。

こ
の
よ
う
に
非
軍
事
化
・
民
主
化
の
目
的
は
思
う
よ
う
に
果
た
せ

な
か
っ
た
が
、
日
本
占
領
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
太
平
洋
独
立
国

家
と
し
て
歩
み
だ
す
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
空
軍
セ
シ
ル
・

バ
ウ
チ
ャ
ー
少
将
は
自
叙
伝
で
、
朝
鮮
戦
争
の
時
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
「
悲
し
い
こ
と
に
、
英
帝
国
と
英
連
邦
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
時
機

に
さ
し
か
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る（

（10
（

」
と
述
べ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
戦
後
の
英
連
邦
体
制
は
従
来
に
比
べ
て
重
要
性

が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

１
９
５
１
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア

メ
リ
カ
間
で
相
互
防
衛
用
ア
ン
ザ
ス
条
約
が
締
結
さ
れ（

（11
（

、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
よ
り
太
平
洋
国
家
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。
条
約
で
は
日
本
侵
攻
の
防
衛
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
に
日

本
の
存
在
が
危
険
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
史
実

か
ら
も
戦
後
ま
も
な
く
始
ま
っ
た
日
本
占
領
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
萩
市
を
関
連
さ
せ
て
語
ら
れ
る
こ

と
は
極
め
て
少
な
い
が
、
か
つ
て
は
一
国
の
政
策
が
萩
地
域
に
託
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。　

冒
頭
で
紹
介
し
た
筆
者
の
「
英
連
邦
体
制
と
日
本
の
関
り
」
へ
の

関
心
か
ら
出
発
し
た
本
稿
は
、
日
本
占
領
が
連
邦
諸
国
内
の
独
立
国

家
意
識
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
結
論
で
締
め
く
く
る
。

最
後
に
今
後
の
課
題
は
、
極
東
委
員
会
や
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所

な
ど
の
Ｂ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
以
外
の
占
領
機
関
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

目
的
や
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。



−　 −125

注（
1
）	
木
全
公
彦（
編
）『
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
―
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

紀
伊
國
屋
書
店
、
２
０
１
１
年
。

（
２
）	

大
島
渚
（
監
督
）『
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』
松
竹
、１
９
８
３
年
、

紀
伊
國
屋
書
店
、
２
０
１
１
年
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）。

（
３
）	

辻
清
明
『
図
説
日
本
の
歴
史
18
―
戦
後
日
本
の
再
出
発
』
集
英
社
、
１

９
７
６
年
、
48
頁
。

（
４
）	

林
健
太
郎（
編
）『
ド
イ
ツ
史（
新
版
）―
世
界
各
国
史
３
』山
川
出
版
社
、

１
９
７
７
年
、
４
６
０
頁
。

（
５
）	

成
田
龍
一
『
14
歳
の
世
渡
り
術
―
戦
後
日
本
史
の
考
え
方
・
学
び
方
歴

史
っ
て
何
だ
ろ
う
？
』
河
出
書
房
新
社
、
２
０
１
３
年
、
54
～
55
頁
。

（
６
）	Jam

es W
ood, The forgotten force: the A

ustralian m
ilitary  

contribution to the occupation of Japan 1945–1952, A
llen 

and U
nw

in, 1998, pp.8~15.

（
７
）	

千
田
武
志
『
英
連
邦
軍
の
日
本
進
駐
と
展
開
』
お
茶
の
水
書
房
、
１

９
９
７
年
。

（
８
）	

奥
田
泰
広
「
占
領
期
日
本
と
英
連
邦
軍
―
イ
ギ
リ
ス
部
隊
の
撤
退
政
策

を
中
心
に
」『
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』第
52
号（
地
域
研
究
・ 

国
際
学
編
）。

（
９
）	

池
本
健
一
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
日
本
進
駐 

― L. Brocklebank

著 

“JA
Y

FO
RCE

”  

の
紹
介
を
中
心
に
」『
日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

学
会
誌
５
（
０
）』14-29, 

日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
、
１
９
９

９
年
。

（
10
）	

萩
市
総
務
企
画
部
企
画
政
策
課
（
編
）『
ふ
る
さ
と
萩
の
す
が
た
（
平

成 

28
年
版
）』
萩
市
、
２
０
１
７
年
、
１
頁
。

（
11
）	

山
口
県
萩
市
『
新
「
萩
市
」
誕
生
―
萩
市
、
川
上
村
、
田
万
川
町
、
む

つ
み
村
、
須
佐
町
、
旭
村
、
福
栄
町
の
合
併
の
記
録
』
山
口
県
萩
市
、

２
０
０
６ 

年
、
６
頁
。

（
12
）	『
シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞
』、
２
０
１
９
年
11
月
９
日
ケ
ア
ニ
ュ
ー
スby

シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞「
ラ
グ
ビ
ー 

山
口
県
萩
市 

有
田
良
二
さ
ん（
81
）」 

https://w
w

w
.care-new

s.jp/w
adai/q4W

2m

（
参
照
日
２
０
２
１

年
10
月
22
日
）。

（
13
）	

萩
市
史
編
纂
委
員
会
『
萩
市
史
第
２
巻
』
萩
市
、
１
９
８
９
年
、
６

１
９
頁
。

（
14
）	

千
田
、
前
掲
書
、
62
～
63
頁
。

（
15
）	

池
本
、
前
掲
書
、
19
頁
。

（
16
）	Northern A

dvocate, Septem
ber 29, 1945 

“New
 Zealand's   

participation In O
ccupation

”.

（
17
）	

千
田
、
前
掲
書
、
64
～
66
頁
。

（
18
）	

“The A
ustralian M

ission

” 091: General H
eadquarters G-2, 

Far East Com
m

and, A
ustralia, Jan - D

ec 1946, 1945. 

国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
19
）	

児
島
襄
『
日
本
占
領
第
１
巻
』
文
藝
春
秋
、
１
９
７
８
年
、
52
頁
。

（
20
）	

児
島
襄
『
日
本
占
領
第
２
巻
』
文
藝
春
秋
、
１
９
７
８
年
、
１
９
５

～
１
９
６
頁
。

（
21
）	
竹
前
栄
治
・
中
村
隆
英
（
編
）『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
―
第
２
巻　

占

領
関
係
の
体
制
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
１
９
９
６
年
、
21
頁
。

（
22
）	

児
島
、
前
掲
書
第
１
巻
、
１
６
８
～
１
６
９
頁
。



−　 −126

（
23
）	

工
藤
美
代
子
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
伝
説
』
恒
文
社
、
２
０
０
１
年
、
１

２
２
頁
。

（
24
）	『
中
國
新
聞
』、
１
９
４
６
年
３
月
21
日
、「
日
本
占
領
に
中
國
軍
―
派

遣
を
準
備
」。

（
25
）	

サ
ー
・
セ
シ
ル
・
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
加
藤
恭
子
、
今
井
萬
亀
子
訳
）『
英

国
空
軍
少
将
の
見
た
日
本
占
領
と
朝
鮮
戦
争
―
少
将
夫
人
レ
イ
デ
ィ
・

バ
ウ
チ
ャ
ー
編
』
社
会
評
論
社
、
２
０
０
８
年
、
16
頁
。

（
26
）	

千
田
、
前
掲
書
、
71
頁
。

（
27
）	

池
本
、
前
掲
書
、
19
頁
。

（
28
）	

千
田
、
前
掲
書
、
57
・
75
～
78
頁
。

（
29
）	

奥
田
、
前
掲
書
、
５
頁
。

（
30
）	

柳
本
見
一
『
激
動
20
年
―
山
口
県
の
戦
後
史
』
毎
日
新
聞
西
部
本
社
、

１
９
６
５
年
、
33
頁
。

（
31
）	N

orthern A
dvocate, M

arch 20, 1946 
“4000 N

Z M
en In 

Japan

”.

（
32
）	Northern A

dvocate, M
arch 22, 1946 

“NZ T
roops Land O

n 
Jap Soil

”.

（
33
）	

山
口
県
（
編
）『
山
口
県
史
―
通
史
編　

近
代
』
山
口
県
、２
０
１
６
年
、 

９
９
３
～
１
０
０
１
頁
。

（
34
）	

工
藤
洋
三
『
写
真
が
語
る
山
口
県
の
空
襲
―
米
軍
が
記
録
し
た
偵
察
・

攻
撃
・
損
害
』
工
藤
洋
三
、
２
０
０
６
年
、
１
７
６
頁
。

（
35
）	

山
口
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
山
口
県
警
察
史
―
下
巻
』
山

口
県
警
察
本
部
、
１
９
８
２
年
、
５
０
５
頁
。

（36

）	

“Standing orders - 25 N
ew

 Zealand F
ield B

attery, 

D
ecem

ber 1946 - M
arch 1947

” W
ar A

rchives - O
ccupation  

of Japan record group, A
rchives N

ew
 Zealand

な
ど
。

（37

）	

“Standing orders - 2 Battalion N
ew

 Zealand Regim
ent,      

July 1946 - July 1948

” W
ar A

rchives - O
ccupation of Japan 

record group, A
rchives N

ew
 Zealand.

（
38
）	

千
田
、
前
掲
書
、
1
９
２
頁
。

（
39
）	

萩
原
晋
太
郎
『
さ
ら
ば
仙
崎
引
揚
港
』
マ
ル
ジ
ュ
社
、
１
９
８
５
年
、

１
１
８
～
１
２
１
頁
。

（40

）	

“Standing orders - 25 N
ew

 Zealand F
ield B

attery,  
D

ecem
ber 1946 - M

arch 1947

” W
ar A

rchives - O
ccupation  

of Japan record group, A
rchives N

ew
 Zealand.

（
41
）	Evening Star, A

pril 22,1946 

“KIW
IS IN

 JA
PA

N

”.

（
42
）	

井
上
実
智
夫
『
山
口
県
の
空
襲
―
警
備
隊
引
継
書
』
井
上
実
智
夫
、
２

０
１
２
年
、
６
頁
。

（
43
）	

萩
市
明
治
維
新
百
年
記
念
事
業
記
念
図
書
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
萩

の
百
年
―
明
治
維
新
以
後
の
あ
ゆ
み
』
萩
市
役
所
、
１
９
６
３
年
、
３

６
１
～
３
６
頁
。

（
44
）	

山
口
県
（
編
）『
山
口
県
史
―
史
料
編 

現
代
１ 

県
民
の
証
言 

体
験
手

記
編  （
第
二
回
配
本
）』、
山
口
県
、
１
９
９
８
年
、
８
６
２
頁
。

（45

）	

“Standing orders - 3 Battalion N
ew

 Zealand Regim
ent, 

July - O
ctober 1947

” W
ar A

rchives - O
ccupation of Japan  

record group, A
rchives N

ew
 Zealand.

（
46
）	Northern A

dvocate, D
ecem

ber 8, 1948 

“British Guard

”.

（
47
）	Gisborne H

erald, M
ay 29, 1948 

“U.S. T
O

 T
A

K
E O

V
ER     



−　 −127

N
.Z. A

REA
 IN

 JA
PA

N

”.
（
48
）	O

tago D
aily T

im
es, M

ay 6, 1946 

“NEW
 T

A
SK

 FO
R J 

FO
RCE

”.

（
49
）	

大
竹
市
役
所
（
編
）『
大
竹
市
史
―
本
編
第
二
巻
』
大
竹
市
役
所
、
１

９
７
０
年
、
３
６
３
頁
。

（
50
）	

同
書
、
３
６
５
頁
。

（51

）	O
tago D

aily T
im

es, June 20, 1946 

“SU
PE

R
V

ISO
R

Y
 

D
U

T
IES

”.

（
52
）	

萩
原
、
前
掲
載
、
１
２
１
頁
。

（
53
）	

李
淵
植
（
舘
野
皙
訳
）『
朝
鮮
引
揚
と
日
本
人
―
加
害
と
被
害
の
記
憶

を
超
え
て
』
明
石
書
店
、
２
０
１
５
年
、
１
０
３
頁
。

（
54
）	

樹
下
明
紀
『
図
説
萩
・
長
門
の
歴
史
』
郷
土
出
版
社
、
２
０
０
６
年
、

２
１
０
～
２
１
１
頁
。

（
55
）	

李
、
前
掲
載
、
１
０
０
～
１
０
５
頁
。

（
56
）	

“Korean sm
ugglers trade in hum

an lives
” The W

orld's 
New

s  (Sydney), O
ctober 11, 1947.

（
57
）	

“LO
W

-FLY
IN

G A
IRCRA

FT

” Otago Daily Tim
es, M

ay 29, 
1948.

（58

）	Otago Daily Tim
es, M

ay 31, 1948 

“WA
T

CH
 O

RV
ER JA

PA
N

”.

（
59
）	Ibid.

（
60
）	

“Korean sm
ugglers trade in hum

an lives

” The W
orld's 

New
s (Sydney), O

ctober 11, 1947.

（
61
）	『
西
日
本
新
聞
』
１
９
４
９
年
９
月
13
日
、「
密
航
朝
鮮
人
29
名
を
逮

捕
」。

（
62
）	『
京
都
新
聞
』
１
９
４
９
年
６
月
18
日
、「
密
輸
船
舞
鶴
へ
―
情
報
に
巡

視
艇
出
動
し
て
警
戒
」。

（
63
）	Otago Daily Tim

es, A
pril 23, 19466 

“VISIT
 T

O
 JA

PA
N

—
BRIGA

D
IER W

. W
. D

O
V

E

”.

（
64
）	

田
中
助
一
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
―
写
真
集
明
治
大
正
昭
和
萩
』
国
書

刊
行
会
、
１
９
８
２
年
、
１
１
０
頁
。

（
65
）	

池
本
、
前
掲
書
。

（
66
）	

同
書
、
15
～
18
頁
。

（
67
）	Kaikoura Star, February 12, 1940.

（
68
）	

細
川
道
久
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
と
「
変
則
的
」
ド
ミ
ニ
オ
ン
」 

『
鹿
大
史
学
』
９
―
25
、
鹿
児
島
大
学
、
２
０
１
６
年
、
13
頁
。

（
69
）	

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
（
編
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
百
科
事
典
』

春
風
社
、
２
０
０
７
年
、
１
８
５
頁
。

（
70
）	

ピ
ー
タ
ー
・
グ
ロ
ー
ス
（
伊
藤
真
訳
）『
ブ
ラ
デ
ィ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン—

も
う
ひ
と
つ
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
』
大
隅
書
店
、２
０
１
２
年
、23
頁
。

（
71
）	

キ
ー
ス
・
シ
ン
ク
レ
ア
（
青
木
公
・
百
々
祐
利
子
訳
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
史
―
南
海
の
英
国
か
ら
太
平
洋
国
家
へ
』
評
論
社
、
１
９
８
２

年
、
１
８
６
頁
。

（
72
）	

津
田
博
司
『
戦
争
の
記
憶
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
に
お
け
る
植
民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
刀
水
書
房
、２
０
１
２
年
、

１
０
８
～
１
１
２
頁
。

（
73
）	N

elson E
vening M

ail, A
ugust 11, 1945 

“CA
IR

O
 

D
ECLA

RA
T

IO
N

”.

（
74
）	

細
川
、
前
掲
書
、
13
頁
。



−　 −128

（
75
）	

同
書
、
１
８
２
頁
。

（
76
）	
“Japanese Plan for Invitation of Fiji and N

ew
 Zealand

” 091: 
General H

eadquarters G-2, Far East Com
m

and, A
ustralia, 

Jan - D
ec 1946, 1945. 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
77
）	

日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
（
編
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
入
門
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
１
９
９
８
年
、
２
３
８
頁
。

（
78
）	

山
口
県
（
編
）『
山
口
県
史
―
史
料
編　

現
代
２　

県
民
の
証
言　

聞

き
取
り
編
（
第
６
回
配
本
）』
山
口
県
、
２
０
０
０
年
、
１
０
９
頁
。

（
79
）	

袖
井
林
二
郎
（
編
）『
世
界
史
の
な
か
の
日
本
占
領
』
日
本
評
論
社
、

１
９
８
５
年
、
２
８
３
頁
。

（
80
）	

歴
史
教
育
者
協
議
会
（
編
）『
知
っ
て
お
き
た
い　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
』
青
木
書
店
、
１
９
９
９
年
、
１
８
１
頁
。

（
81
）	Ratified Press, February 2, 1944 

“CA
N

BERRA
. PA

CT

”.

（
82
）	Otago Daily Tim

es, January 24, 1944 

“CA
N

BERRA
  PA

CT

”.

（
83
）	

“JA
PA

N
ESE PEA

CE SET
T

LEM
EN

T

” APPEN
D

IX
 T

O
 T

H
E 

JO
U

RN
A

LS O
F T

H
E H

O
U

SE O
F REPRESEN

T
A

T
IV

ES,  
1947 SESSIO

N
 I, A

-12, N
ew

 Zealand N
ational Library.

（
84
）	I bid.

（
85
）	

山
口
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
５
０
５
～
５
０
６
頁
。

（86

）	SCA
P to D

EPA
RT

M
EN

T
 O

F A
RM

Y
, 23 N

ovem
ber 1948, 

Records of General　

H
eadquarters Far East Com

m
and;     

A
ssistant Chief of Staff, G-3, 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

（
87
）	

“MILIT
A

RY
 FO

RCES O
F N

EW
 ZEA

LA
N

D
 A

N
N

U
A

L 

REPO
RT

 O
F T

H
E CH

IEF O
F T

H
E GEN

ERA
L ST

A
FF

” 
A

PPE
N

D
IX

 T
O

 T
H

E
 JO

U
R

N
A

LS O
F

 T
H

E
 H

O
U

SE 
O

F REPRESEN
T

A
T

IV
ES, 1949 SESSIO

N
 I, H

-19, N
ew

  
Zealand N

ational Library. 

（
88
）	

福
井
紳
一
『
戦
後
史
を
よ
み
な
お
す
―
駿
台
予
備
学
校
「
戦
後
日
本
史
」

講
義
録
』
講
談
社
、
２
０
１
１
年
、
37
頁
。

（
89
）	

萩
市
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
６
１
９
頁
。

（
90
）	

池
本
、
前
掲
書
、
21
頁
。

（
91
）	

竹
前
栄
治
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
』
岩
波
書
店
、
１
９
８
３
年
、
65
頁
。

（
92
）	

萩
市
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
６
１
９
頁
。

（
93
）	

庄
司
、
前
掲
載
、
１
５
５
頁
。

（
94
）	

萩
市
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
６
２
０
～
６
２
１
頁
。

（
95
）	

千
田
、
前
掲
載
、
１
１
９
頁
。

（
96
）	

“New
 Zealand J Force and BCO

F V
eterans

” N
ew

 Zealand 
N

ational Library, accessed O
ct,19,2021, riv.co.nz/jf/

（
参
照
日

２
０
２
１
年
11
月
28
日
）

（
97
）	

山
口
県(

編)

『
山
口
県
史
―
史
料
編 

現
代
２ 

県
民
の
証
言 

聞
き
取

り
編
（
第
６
回
配
本
）』
山
口
県
、
２
０
０
０
年
、
１
１
１
頁
。

（
98
）	

萩
市
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
書
、
１
１
２
３
頁
。

（
99
）	Northern A

dvocate, M
ay 16,1946 

“Whangarei M
ajor Led 

Search Party

”.
（
100
）	Evening Star, June 4, 1946 

“VERY
 H

A
N

D
SO

M
E

”.

（
101
）	Evening Star, June 4, 1946 

“FIRST
 W

H
IT

E M
EN

”.

（
102
）	Gisborne H

erald
, June 12, 1948 

“TH
IS D

E
M

O
C

R
A

C
Y

 



−　 −129

BU
SIN

ESS

”.
（
103
）	Ibid.

（
104
）	
秋
永
芳
郎
、
棟
田
博
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
太
平
洋
戦
争
史
―
１
侵
攻
編
・
開

戦
百
日
の
栄
光
』
集
英
社
、
１
９
６
８
年
、
２
２
０
頁
。

（
105
）	

雨
宮
昭
一
『
占
領
と
改
革
―
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑦
』
岩
波
書
店
、 

２
０
０
８
年
、
１
５
５
～
１
５
８
頁
。

（
106
）	『
南
日
本
新
聞
』
１
９
４
８
年
５
月
15
日
「
日
本
の
戦
争
能
力
復
興
を

警
戒
」。

（
107
）	

“Adm
inistrative Responsibility for British Com

m
onw

ealth 
Force

” 091.711: British Com
m

onw
ealth O

ccupation  Forces, 
Binder N

o. 1, 1 Jan - 31 D
ec 1950, 

国
立
国
会
図
書
館 

デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
108
）	

藤
目
ゆ
き
『
女
性
史
か
ら
み
た
岩
国
米
軍
基
地
―
広
島
湾
の
軍
事
化
と

性
暴
力
』
ひ
ろ
し
ま
女
性
学
研
究
所
、
２
０
１
０
年
、
39
～
40
頁
。

（
109
）	

バ
ウ
チ
ャ
ー
、
全
掲
載
、
85
頁
。

（
110
）	

柴
山
太
「
ア
ン
ザ
ス
条
約
体
制
形
成
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
・
戦
略

的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
１
９
５
１
年
―
西
側
軍
事
同
盟
網
内
で
の
帝
国
防
衛

権
益
に
貢
献
す
る
条
約
・
軍
事
戦
略
形
成
を
求
め
て
」『
総
合
政
策
研

究
56
号
』、
関
西 

学
院
大
学
、
２
０
１
８
年
、
２
頁
。

参
考
文
献
・
史
料
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

“Adm
inistrative Responsibility for British Com

m
onw

ealth Force

”  
091.711: British Com

m
onw

ealth O
ccupation Forces, Binder 

N
o. 1, 1 Jan - 31 D

ec 1950, 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

秋
永
芳
郎
、
棟
田
博
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
太
平
洋
戦
争
史
―
1
侵
攻
編
・
開
戦
百

日
の
栄
光
』  

集
英
社
、
１
９
６
８
年
。

ア
ラ
ン
・
リ
ッ
ク
ス
（
編
）（
竹
前
栄
治
・
菊
池
努
訳
）『
日
本
占
領
の
日
々

―
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ボ
ー
ル
日
記
』
岩
波
書
店
、
１
９
９
２
年
。

雨
宮
昭
一
『
占
領
と
改
革
―
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
⑦
』
岩
波
書
店
、
２

０
０
８
年
。

半
藤
一
利
『
世
界
史
の
中
の
昭
和
史
』
平
凡
社
、
２
０
１
８
年
。

半
藤
一
利
・
竹
内
修
司
・
保
坂
正
康
・
松
本
健
一
（
編
）『
占
領
下
日
本
』

筑
摩
書
房
、
２
０
０
９
年
。

『
中
國
新
聞
』、
１
９
４
６
年
3
月
21
日
、「
日
本
占
領
に
中
國
軍
―
派
遣
を
準

備
」。

Evening Star, A
pril 22, 1946 

“KIW
IS IN

 JA
PA

N

”.
Evening Star, June 4, 1946 

“FIRST
 W

H
IT

E M
EN

”.
Evening Star, June 4, 1946 

“VERY
 H

A
N

D
SO

M
E

”.

細
川
道
久
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
と
「
変
則
的
」
ド
ミ
ニ
オ
ン
」『
鹿

大
史
学
』 

９
―
25
、
鹿
児
島
大
学
、
２
０
１
６
年
。

藤
目
ゆ
き
『
女
性
史
か
ら
み
た
岩
国
米
軍
基
地
―
広
島
湾
の
軍
事
化
と
性
暴

力
』
ひ
ろ
し
ま
女
性
学
研
究
所
、
２
０
１
０
年
。

福
井
紳
一
『
戦
後
史
を
よ
み
な
お
す
―
駿
台
予
備
学
校
「
戦
後
日
本
史
」
講

義
録
』
講
談
社
、
２
０
１
１
年
。

福
永
文
夫『
日
本
占
領
史　

１
９
４
５
―
１
９
５
２
』中
公
新
書
、２
０
１
４
年
。

Gisborne H
erald

, M
ay 29, 1948 

“U.S. T
O

 T
A

K
E O

V
ER N

.Z. 



−　 −130

A
REA

 IN
 JA

PA
N

”.
Gisborne Herald, June 12,1948 

“TH
IS D

EM
O

CRA
CY

 BU
SIN

ESS

”.
萩
市
明
治
維
新
百
年
記
念
事
業
記
念
図
書
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
萩
の
百

年
―
明
治
維
新
以
後
の
あ
ゆ
み
』
萩
市
役
所
、
１
９
６
３
年
。

萩
市
史
編
纂
委
員
会
『
萩
市
史
第
2
巻
』
萩
市
、
１
９
８
９
年
。

萩
市
総
務
企
画
部
企
画
政
策
課
（
編
）『
ふ
る
さ
と
萩
の
す
が
た
（
平
成
28

年
版
）』
萩
市
、
２
０
１
７
年
。

長
谷
川
貴
彦
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
』
岩
波
書
店
、
２
０
１
７
年
。

原
田
弘
『
Ｍ
Ｐ
の
ジ
ー
プ
か
ら
見
た
占
領
下
の
東
京
―
同
乗
警
察
官
の
観
察

記
』
草
思
社
、
１
９
９
４
年
。

林
健
太
郎
（
編
）『
ド
イ
ツ
史
（
新
版
）
―
世
界
各
国
史
3
』
山
川
出
版
社
、

１
９
７
７
年
。

池
本
健
一
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
の
日
本
進
駐
―L.Brocklebank

著 

“JA
Y

FO
RCE

”の
紹
介
を
中
心
に
」『
日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学

会
誌
５
（
０
）』、14
―
29
、日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
、１
９
９
９
年
。

井
上
実
智
夫
『
山
口
県
の
空
襲
―
警
備
隊
引
継
書
』
井
上
実
智
夫
、
２
０
１

２
年
。

石
出
法
太
・
石
出
み
ど
り
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
Ｑ
＆
Ａ
』
大
月
書
店
、
２
０
０
９
年
。

Jam
es W

ood, T
he forgotten force: the A

ustralian m
ilitary 

contribution to the occupation of Japan 1945–1952, A
llen 

and Unw
in, 1998.

“JA
PA

N
ESE PEA

CE SET
T

LEM
EN

T

” A
PPEN

D
IX

 T
O

 T
H

E 
JO

U
RN

A
LS O

F T
H

E H
O

U
SE O

F REPRESEN
T

A
T

IV
ES, 

1947 SESSIO
N

 I, A
-12, N

ew
 Zealand N

ational Library.

“Japanese Plan for Invitation of Fiji and N
ew

 Zealand

” 091: 
General H

eadquarters G-2, Far East Com
m

and, A
ustralia, 

Jan - D
ec 1946. 1945, 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

Kaikoura Star, February 12, 1940.

キ
ー
ス
・
シ
ン
ク
レ
ア
（
青
木
公
・
百
々
祐
利
子
訳
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
史
―
南
海
の
英
国
か
ら
太
平
洋
国
家
へ
』
評
論
社
、
１
９
８
２
年
。

樹
下
明
紀
『
図
説
萩
・
長
門
の
歴
史
』
郷
土
出
版
社
、
２
０
０
６
年
。

木
全
公
彦
（
編
）『
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
―
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
紀

伊
國
屋
書
店
、
２
０
１
１
年
。

児
島
襄
『
日
本
占
領
第
1
巻
』
文
藝
春
秋
、
１
９
７
８
年
。

児
島
襄
『
日
本
占
領
第
2
巻
』
文
藝
春
秋
、
１
９
７
８
年
。

児
島
譲
『
日
本
占
領
第
3
巻
』
文
藝
春
秋
、
１
９
７
８
年
。

工
藤
美
代
子
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
伝
説
』
恒
文
社
、
２
０
０
１
年
。

工
藤
洋
三
『
写
真
が
語
る
山
口
県
の
空
襲
―
米
軍
が
記
録
し
た
偵
察
・
攻
撃
・

損
害
』
工
藤
洋
三
、
２
０
０
６
年
。

『
京
都
新
聞
』
１
９
４
９
年
６
月
18
日
、「
密
輸
船
舞
鶴
へ
―
情
報
に
巡
視
艇

出
動
し
て
警
戒
」。

マ
ニ
ン
グ
・
ク
ラ
ー
ク
（
竹
下
美
保
子
訳
）『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
』

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
１
９
７
８
年
。

“MIL
IT

A
R

Y
 F

O
R

C
E

S O
F

 N
E

W
 Z

E
A

L
A

N
D

 A
N

N
U

A
L 

REPO
RT

 O
F T

H
E CH

IEF O
F T

H
E GEN

ERA
L ST

A
FF

” 
A

PPEN
D

IX
 T

O
 T

H
E JO

U
RN

A
LS O

F T
H

E H
O

U
SE O

F 
REPRESEN

T
A

T
IV

ES, 1949 SESSIO
N

 I, H
-19, N

ew
 Zealand 



−　 −131

N
ational Library.

『
南
日
本
新
聞
』
１
９
４
８
年
５
月
15
日
「
日
本
の
戦
争
能
力
復
興
を
警
戒
」。

成
田
龍
一
『
14
歳
の
世
渡
り
術
―
戦
後
日
本
史
の
考
え
方
・
学
び
方
歴
史
っ

て
何
だ
ろ
う
？
』
河
出
書
房
新
社
、
２
０
１
３
年
、
54
～
55
頁
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
（
編
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
百
科
事
典
』
春
風
社
、

２
０
０
７
年
。

“New
 Zealand J F

orce and B
C

O
F

 V
eterans

” N
ew

 Zealand 
N

ational Library, accessed O
ct,19,2021, riv.co.nz/jf/

（
参
照
日

２
０
２
１
年
11
月
28
日
）

日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
（
編
）『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
入
門
』
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
、
１
９
９
８
年
。

『
西
日
本
新
聞
』
１
９
４
９
年
９
月
13
日
、「
密
航
朝
鮮
人
29
名
を
逮
捕
」。

西
鋭
夫
『
國
破
れ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
』
中
央
公
論
社
、
１
９
９
８
年
。

N
orthern A

dvocate, Septem
ber 29, 1945 

“New
 Zealand's 

participation In O
ccupation

”.
Northern A

dvocate, M
arch 20, 1946 

“4000 N
Z M

en In Japan
”.

Northern A
dvocate, M

arch 22, 1946 

“NZ T
roops Land O

n Jap 
Soil

”.
Northern A

dvocate, M
ay 16,1946 

“Whangarei M
ajor Led Search 

Party

”.
Northern A

dvocate, D
ecem

ber 8, 1948 

“British Guard

”.

萩
原
晋
太
郎
『
さ
ら
ば
仙
崎
引
揚
港
』
マ
ル
ジ
ュ
社
、
１
９
８
５
年
。

奥
田
泰
広
「
占
領
期
日
本
と
英
連
邦
軍
―
イ
ギ
リ
ス
部
隊
の
撤
退
政
策
を
中

心
に
」『
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
52
号
（
地
域
研
究
・

国
際
学
編
）。

大
島
渚
（
監
督
）『
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』
松
竹
、
１
９
８
３
年
、

紀
伊
國
屋
書
店
、  

２
０
１
１
年
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）。

大
竹
市
役
所（
編
）『
大
竹
市
史
―
本
編
第
二
巻
』大
竹
市
役
所
、１
９
７
０
年
。

Otago Daily Tim
es, January 24,1944 

“CA
N

BERRA
 PA

CT

”.
Otago Daily Tim

es, M
ay 6, 1946 

“NEW
 T

A
SK

 FO
R J FO

RCE

”.
O

tago D
aily T

im
es, A

pril 23, 1946 

“VISIT
 T

O
 JA

PA
N

--
BRIGA

D
IER W

. W
. D

O
V

E

”.
Otago Daily Tim

es, June 20,1946 

“SU
PERV

ISO
RY

 D
U

T
IES

”.
Otago Daily Tim

es, M
ay 31, 1948 

“WA
T

CH
 O

RV
ER JA

PA
N

”.
Otago Daily Tim

es, M
ay 29, 1948 

“LO
W

-FLY
IN

G A
IRCRA

FT

”.

ピ
ー
タ
ー
・
グ
ロ
ー
ス
（
伊
藤
真
訳
）『
ブ
ラ
デ
ィ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
―
も
う
ひ

と
つ
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
』
大
隅
書
店
、
２
０
１
２
年
。

Ratified Press, February 2, 1944 

“CA
N

BERRA
 PA

CT

”.

歴
史
教
育
者
協
議
会（
編
）『
知
っ
て
お
き
た
い　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
』
青
木
書
店
、
１
９
９
９
年
。

李
淵
植
（
舘
野
皙
訳
）『
朝
鮮
引
揚
と
日
本
人
―
加
害
と
被
害
の
記
憶
を
超
え

て
』
明
石
書
店
、
２
０
１
５
年
。

SC
A

P to D
E

PA
R

T
M

E
N

T
 O

F
 A

R
M

Y
,23 N

ovem
ber 1948, 

Records of General H
eadquarters Far East Com

m
and; 

A
ssistant Chief of Staff, G-3

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

庄
司
潤
一
郎
「
朝
鮮
戦
争
と
日
本
の
対
応
―
山
口
県
を
事
例
と
し
て
」『
防
衛

研
究
所
紀
要
・
８
（
３
） 

』
防
衛
省
、
２
０
０
６
年
。



−　 −132

柴
山
太
「
ア
ン
ザ
ス
条
約
体
制
形
成
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
・
戦
略
的
ア
プ

ロ
ー
チ
、  

１
９
５
１
年
―
西
側
軍
事
同
盟
網
内
で
の
帝
国
防
衛
権
益

に
貢
献
す
る
条
約
・
軍
事
戦
略
形
成
を
求
め
て
」『
総
合
政
策
研
究
56

号
』、
関
西
学
院
大
学
、
２
０
１
８
年
。

『
シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞
』、
２
０
１
９
年
11
月
９
日
ケ
ア
ニ
ュ
ー
スby

シ
ル

バ
ー
産
業
新
聞
「
ラ
グ
ビ
ー 

山
口
県
萩
市 

有
田
良
二
さ
ん
（
81
）」

https://w
w

w
.care-new

s.jp/w
adai/q4W

2m

（
参
照
日
２
０
２
１

年
10
月
22
日
）。

サ
ー
・
セ
シ
ル
・
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
加
藤
恭
子
、
今
井
萬
亀
子
訳
）『
英
国
空

軍
少
将
の
見
た
日
本
占
領
と
朝
鮮
戦
争
』
社
会
評
論
社
、２
０
０
８
年
。

袖
井
林
二
郎
（
編
）『
世
界
史
の
な
か
の
日
本
占
領
』
日
本
評
論
社
、
１
９

８
５
年
。

杉
本
良
夫
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
―
多
文
化
社
会
の
選
択
』
岩
波
新
書
、
２
０

０
０
年
。

“Standing orders - 2 Battalion N
ew

 Zealand Regim
ent, July 1946 

- July 1948

” W
ar A

rchives - O
ccupation of Japan record 

group, A
rchives N

ew
 Zealand.

“Standing orders - 3 Battalion N
ew

 Zealand Regim
ent, July - 

O
ctober 1947

” W
ar A

rchives – O
ccupation of Japan record 

group, A
rchives N

ew
 Zealand.

“Standing orders - 25 N
ew

 Zealand Field Battery, D
ecem

ber 
1946 - M

arch 1947

” W
ar A

rchives - O
ccupation of Japan 

record group, A
rchives N

ew
 Zealand.

“Standing orders - 27 N
ew

 Zealand Battalion, January 1946 - 

A
pril 1947

” W
ar A

rchives - O
ccupation of Japan record 

group, A
rchives N

ew
 Zealand.

竹
前
栄
治
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
』
岩
波
書
店
、
１
９
８
３
年
。

竹
前
栄
治
・
中
村
隆
英
編
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
―
第
2
巻　

占
領
関
係
の

体
制
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
１
９
９
６
年
。

玉
木
研
二
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
―
占
領
の
秋
１
９
４
５
』
藤
原
書
房
、
２
０
０

５
年
。

田
中
助
一『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
―
写
真
集
明
治
大
正
昭
和
萩
』国
書
刊
行
会
、

１
９
８
２
年
。

“The A
ustralian M

ission

” 091: General H
eadquarters G-2, Far 

East Com
m

and, A
ustralia, Jan - D

ec 1946. 1945, 

国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

The W
orld's New

s (Sydney), O
ctober 11, 1947 

“Korean sm
ugglers 

trade in hum
an lives

”.

津
田
博
司
『
戦
争
の
記
憶
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
植
民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
刀
水
書
房
、
２
０
１
２
年
。

辻
清
明
『
図
説
日
本
の
歴
史
18
―
戦
後
日
本
の
再
出
発
』
集
英
社
、
１
９
７

６
年
。

梅
村
侑
夫
「
山
口
県
下
萩
町
に
お
け
る
満
州
事
変
下
の
排
外
主
義
」『
歴
史

論
評
』
第
５
１
３
号
別
冊
（
１
９
９
３
年
1
月
1
日
発
行
）。

山
口
県
萩
市
『
新
「
萩
市
」
誕
生
―
萩
市
、川
上
村
、田
万
川
町
、む
つ
み
村
、

須
佐
町
、旭
村
、福
栄
町
の
合
併
の
記
録
』
山
口
県
萩
市
、２
０
０
６
年
。

山
口
県
警
察
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
山
口
県
警
察
史
―
下
巻
』
山
口
県
警

察
本
部
、
１
９
８
２
年
。
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山
口
県（
編
）『
山
口
県
史
―
史
料
編 

現
代
1 

県
民
の
証
言 

体
験
手
記
編（
第

二
回
配
本
）』、
山
口
県
、
１
９
９
８
年
。

山
口
県（
編
）『
山
口
県
史
―
史
料
編 

現
代
2 

県
民
の
証
言 

聞
き
取
り
編（
第

６
回
配
本
）』
山
口
県
、
２
０
０
０
年
。

山
口
県
（
編
）『
山
口
県
史
―
通
史
編 

近
代
』
山
口
県
、
２
０
１
６
年
。

柳
本
見
一
『
激
動
20
年
―
山
口
県
の
戦
後
史
』
毎
日
新
聞
西
部
本
社
、
１
９

６
５
年
。


